


　

こ
こ
で
働
き
は
じ
め
た
の
は
、
音
楽
活
動
に
熱
中
し
て
い
た

頃
。
他
の
知
的
障
害
児
福
祉
施
設
の
園
長
だ
っ
た
父
の
勧
め
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
大
学
に
入
る
ま
で
は
父
が
勤
め
る
施
設
の

社
宅
で
生
活
し
て
い
た
の
で
、
知
的
障
害
児
者
が
身
近
に
い
る

暮
ら
し
は
、
自
分
に
と
っ
て
日
常
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

知
的
障
害
の
こ
と
を
深
く
知
る
に
つ
れ
、
仕
事
が
ど
ん
ど

ん
面
白
く
な
り
、
45
歳
で
総
合
施
設
長
に
。「
利
用
者
さ
ん

た
ち
が
施
設
の
外
に
出
て
、
地
域
に
溶
け
込
む
」
福
祉
の
あ

り
方
を
目
指
し
て
奔
走
し
ま
し
た
。

　

現
場
で
仕
事
を
し
て
い
た
頃
は
、
滝
乃
川
学
園
の
歴
史
の

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
は
じ
め
て
そ
の

一
端
に
触
れ
た
の
は
、「
滝
乃
川
学
園
百
二
十
年
史
」
の
発

行
責
任
者
を
任
さ
れ
て
か
ら
。
執
筆
・
監
修
を
お
願
い
し
た

津
曲
裕
次
先
生
の
原
稿
を
読
ん
で
出
典
を
調
べ
た
り
す
る
う

ち
に
、
知
ら
な
か
っ
た
歴
史
、
そ
こ
に
宿
る
人
の
息
遣
い
に

触
れ
、
知
識
が
増
え
て
い
く
の
が
楽
し
く
な
っ
て
。
結
果
と

学
園
の
正
門
に
面
し
た

小
さ
な
路
地
に

毎
年
恒
例

さ
さ
や
か
な
光
が
灯
り
ま
し
た

ほ
ん
の
小
さ
な
灯
し
火
で

心
が
ぽ
っ
と
な
る

ク
リ
ス
マ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す

学
園
の
お
便
り
「
矢
川
だ
よ
り
」

今
号
は
、
１
３
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
み
ん
な
の
滝
乃
川
学
園
」

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

し
て
百
二
十
年
史
は
１
８
０
０
ペ
ー
ジ
の
大
作
に
、
最
終
章

は
自
分
で
書
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

歴
史
や
そ
こ
に
生
き
た
人
の
思
い
は
、
語
り
部
が
い
な
け

れ
ば
知
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
知
的
障
害
は
福
祉
の

中
で
も
小
さ
な
分
野
だ
か
ら
こ
そ
、
歴
史
の
物
語
か
ら
こ
の

学
園
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

記
念
館
に
行
け
ば
会
え
る

歴
史
の
語
り
部

森のアトリエ

滝乃川学園の歴史の語り部。1981年に滝乃川学園に入職。2003年に常務理事と総合施設長にな
り、2009年からは常務理事と記念館館長を兼務。津曲祐次氏の著書『鳩が飛び立つ日「石井筆子」
読本』などに編集協力・写真提供で携わる。ロックバンド「Easy Heads」のギター＆ボーカル。
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石井亮一・筆子記念館館長
米川 覚（よねかわ・さとる）

ひと
の
矢川



滝
乃
川
学
園
の
歴
史
を
伝
え
る

　

現
在
は
矢
川
に
あ
る
滝
乃
川
学
園

が
、
滝
野
川
か
ら
巣
鴨
へ
移
転
し
た
の

が
１
９
２
８
年
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
と

な
っ
た
旧
国
立
駅
舎
は
ほ
ぼ
同
時
期
で

あ
る
１
９
２
６
年
に
開
業
し
、
現
在
は

「
ま
ち
の
魅
力
発
信
拠
点
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
会
期
中
の
17
日
か
ら
19
日
ま
で
の
３

日
間
、
全
９
回
実
施
さ
れ
た
「
石
井
亮

一
・
筆
子
記
念
館
」
米
川
館
長
の
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
創
始
者
・
石
井
亮

一
が
学
園
創
立
に
か
け
た
想
い
と
、
障

害
児
を
抱
え
て
未
亡
人
と
な
り
、
社
会

的
地
位
を
全
て
捨
て
て
亮
一
に
嫁
い
だ

筆
子
夫
人
の
人
生
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
毎
回
異
な
る
切
り
口
で
学
園
の
歴

史
が
語
ら
れ
ま
し
た
。「
知
ら
な
か
っ

た
歴
史
を
知
っ
た
」「
感
動
し
た
」
と

い
う
声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

天
使
の
ピ
ア
ノ
の
音
色
が
包
む

　
18
日
に
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
浅
野
未

麗
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

各
回
30
分
・
全
３
公
演
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
奏
で
使
用
さ
れ
た「
天
使
の
ピ
ア
ノ
」

45

ピアニスト・浅野未麗さんによる天使のピアノミニコンサート
トークイベント「米川館長の語る滝乃川学園」

滝乃川学園の歴史を紹介するパネル展示

まだ知的障害者が社会的排除の対象であった時代、「滝乃川
学園」創始者の石井亮一・筆子夫妻は「その子に応じた教育
をすればその子なりに発達する」と確信し、手探りで知的障
害児教育にあたります。そして2021年12月、「滝乃川学園」
は創立130周年を迎えました。

みんなの滝乃川学園
その歴史や今を伝える展示イベント「創立130周年記念 〜み
んなの滝乃川学園〜」が、2022年9月14日から20日までJR
国立駅南口の「旧国立駅舎」で行われました。展示や映像、
ミニライブラリー、米川館長のトークイベントなど、多くの
人にご来場いただいたイベントの内容を振り返ります！



滝乃川学園ガーデンプロジェクトの展示 天使のピアノの調律と解説

は
滝
乃
川
学
園
に
現
存
す
る
「
日
本
最

古
の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
」で
あ
り
、

国
立
市
登
録
有
形
文
化
財
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
日
は
台
風
が
直
撃
し
、
時
折

雷
鳴
が
と
ど
ろ
く
中
、
本
当
に
多
く
の

方
に
見
守
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
美

し
い
ピ
ア
ノ
の
音
色
が
駅
舎
を
包
み
続

け
ま
し
た
。

　

思
わ
ぬ
反
響
が
あ
っ
た
の
が
、
ピ
ア

ノ
の
調
律
の
時
間
。
特
に
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
設
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
も
の
の
、珍
し
い
光
景
に
興
味
を
持
っ

た
方
が
次
々
に
足
を
止
め
、
調
律
師
に

よ
る
解
説
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

　
展
示
室
で
は
、
地
域
の
有
志
の
方
々

と
学
園
の
職
員
が
取
り
組
む
「
滝
乃
川

学
園
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
紹

介
。
四
季
折
々
の
ガ
ー
デ
ン
の
写
真
や

動
画
が
流
れ
、「
学
園
に
足
を
運
ん
で

み
た
く
な
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
機
会
を
通
じ
、
今
後
も
滝
乃

川
学
園
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

国立市には例年1 1月下旬頃冬鳥としてやってくる体長1 4㎝くらいの小鳥です。オス
の喉や背は黒で腹はオレンジに対し、メスの背は灰褐色をしています。ヒッヒッと鳴
き、尾羽を上下させ、虫や木の実を食べます。滝乃川周辺の家の庭や畑でよく見られ、
人への警戒心が薄い一方、縄張りを持ち、鏡に映る自分をも攻撃する一面もあります。

矢川あたりの
鳥たち虫たち

あおいとり保育園の園長先生に聞く

その３
ジョウビタキ

滝乃川学園のご近所、「国立あおいとり保育園」の園長・佐伯元行
さんは、幼い頃から生き物博士！　そんな佐伯園長に、滝乃川学
園界隈でその季節に見られる鳥や虫を教えてもらいましょう。

写
真
・
文:

佐
伯 

元
行
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矢
川
の
ま
ち
め
ぐ
り

自
然
と
農
、
歴
史
と
文
化
、
人
々
の
暮
ら
し
が

ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
矢
川
エ
リ
ア
を
中
心
に
、

国
立
の
ま
ち
を
め
ぐ
り
た
く
な
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
国
立
駅
前
に
あ
る
、
赤
い
大

き
な
三
角
屋
根
が
特
徴
の
こ
の
建

物
は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
高
架
化
に

伴
い
、
駅
と
し
て
の
機
能
を

終
え
て
解
体
・
部
材
保
存
さ

れ
、
新
た
に
「
ま
ち
の
魅
力
発
信

拠
点
」
と
し
て
再
築
さ
れ
ま
し
た
。

駅
舎
の
歴
史
紹
介
、
国
立
の
観
光

や
暮
ら
し
の
情
報
発
信
、
ゆ
か
り

の
商
品
や
お
土
産
の
販
売
な
ど
に

加
え
、
待
ち
合
わ
せ
の
場
と
し
て

も
開
放
さ
れ
、
様
々
な
面
で
国
立

の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

国
立
市
東
１-

１-

6 9

12月の
国立を巡る

Ｊ
Ｒ
国
立
駅
前
の
円
形
ロ
ー
タ
リ
ー

か
ら
ま
っ
す
ぐ
南
に
伸
び
る
、
一
橋

大
学
に
面
し
た
大
通
り
。
車
道
の
左

右
そ
れ
ぞ
れ
に
自
転
車
道
、
歩
道
が

あ
り
、
日
々
ゆ
っ
た
り
と
散
歩
す
る

人
々
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
春
は
サ

ク
ラ
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
イ

チ
ョ
ウ
に
そ
れ
ぞ
れ
彩
ら
れ
、
国
立

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
四

季
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◆ 

国
立
市
東
２

大
学
通
り
沿
い
に
１
９
５
５
年
に
創

業
し
た
老
舗
洋
菓
子
店
。
音
楽
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
可
愛
ら
し
い
ケ
ー
キ

や
焼
き
菓
子
を
は
じ
め
、
国
立
土
産

に
ぴ
っ
た
り
な
洋
菓
子
が
並
び
ま
す
。

滝
乃
川
学
園
で
も
毎
年
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
「
天
使
の
ク
ッ
キ
ー
」
を
白
十

字
さ
ん
に
製
造
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
現
在
は
建
替
え
の
為
、
ブ
ラ

ン
コ
通
り
の
仮
店
舗
で
営
業
中
。

◆ 

国
立
市
中
１-

９-

4 3

バ
リ
ス
タ
と
パ
テ
ィ
シ
エ
が
本
格
的

な
コ
ー
ヒ
ー
と
ス
イ
ー
ツ
を
提
供

す
る
さ
く
ら
通
り
沿
い
の
カ
フ
ェ
。

広
々
と
し
た
店
内
で
は
コ
ー
ヒ
ー
を

使
用
し
た
多
種
類
の
ド
リ
ン
ク
や
ス

イ
ー
ツ
、
お
食
事
も
楽
し
め
ま
す
。

ど
ん
な
人
に
も
居
心
地
の
い
い
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
の
よ
う
な
お
店
で
す
。

12
時
間
漬
け
込
ん
だ
ふ
わ
と
ろ
リ
ッ

チ
な
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
が
人
気
！

◆ 

国
立
市
富
士
見
台
３-

５-

14

白
十
字

大
学
通
り

旧
国
立
駅
舎

Pâtisserie cafe

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｔ

ヴ　

ィ　

ヴ　

ァ　

ン
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中央自動車道

大
学
通
り

さくら通り

甲州街道

学園通り

富士見台
第二団地

富士見台
第三団地

第五小

国立
市役所

NHK
学園高
NHK
学園高

桐朋学園
中・高
桐朋学園
中・高

第三中第三中

谷保第三
公園

谷保第三
公園

一橋大学
西キャンパス
一橋大学
西キャンパス

一橋大学
東キャンパス
一橋大学
東キャンパス

矢
川
通
り

南養寺

矢川駅矢川駅

JR南武線
JR南武線

くにたち
郷土文化館

あゆみ
保育園

ヤクルト
中央研究所

滝乃川
学園
滝乃川
学園 第一小第一小

第二中第二中

城山公園城山公園
城山

さとのいえ

かめや

国立駅国立駅

隣のページに続く↓隣のページに続く↓

大学通りの歩道橋

大学通りの
イルミネーション

ブランコ通りの
イルミネーション

一橋大学

矢川メルカート
商店街

矢川上公園

さくら通りの
イチョウ並木

滝乃川学園の
オススメ散歩ルート

滝乃川学園の正門や
施設などが
クリスマス装飾で彩られます

JR中央線JR中央線

旧国立駅舎
大きな三角形の赤い屋根を
持つ旧駅舎は、待ち合わせ
場所にもぴったりです。

白十字（ケーキ屋）
大学通りに並行したオシャ
レで小さな路地「ブランコ
通り」の一角にあります。

大学通り
毎年 11 月中旬～12 月上旬
はイチョウが紅葉して黄色
く染まります。

Pâtisserie cafeＶＩＶＡＮＴ
ヴ ィ ヴ ァ ン

さくら通りで一息つける、
コーヒーとケーキが美味し
い地元で人気のカフェ。

　※滝乃川学園内はコロナ禍により見学できない期間もあります。詳細はホームページにて。



米川館長の
 歴史さかのぼり

こ
の
コ
ラ
ム
は
滝
乃
川
学
園
の
深
い
歴
史
に
魅
せ
ら
れ
、
２
０
０
９
年
に

記
念
館
館
長
に
な
っ
た
米
川
さ
ん
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
コ
ラ
ム
で
あ
る
。

　
１
８
８
０
（
明
治
13
）
年
、
筆
子
は
オ
ラ
ン
ダ

全
権
公
使
長
岡
護
美
（
旧
熊
本
藩
主
・
細
川
斉

護
の
六
男
）
の
従
者
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡

り
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ぶ
。
長
岡

護
美
は
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
公
使
も
兼
ね

て
お
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
外
交
を
束
ね
て
い
た

た
め
、
筆
子
も
オ
ラ
ン
ダ
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ラ

ン
ス
を
は
じ
め
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
を
吸

収
し
た
と
思
わ
れ
る
。
筆
子
の
現
地
で
の
様
子
は

分
か
ら
な
い
が
、
後
年
、
パ
リ
で
ル
ー
ブ
ル
美
術

館
を
訪
れ
、
鑑
賞
し
た
西
洋
絵
画
（
当
時
は
マ
ネ
、

モ
ネ
ら
印
象
派
が
活
躍
し
て
い
た
）
の
す
ば
ら
し

さ
を
述
べ
、
ま
た
「
欧
州
に
在
り
し
時
和
服
を
着

用
し
て
宴
会
に
臨
み
た
る
に
頗
る
賓
主
の
賞
賛
を

蒙
れ
り
」
と
回
顧
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
長
岡
夫
人
知
久
子
は
、
旧
主
大
村
家

の
娘
で
、
筆
子
は
上
京
後
一
時
大
村
家
に
寄
寓
し

て
お
り
、
共
に
過
ご
し
た
仲
で
あ
る
。
写
真
③
は

当
時
「
東
京
曙
新
聞
」
に
載
っ
た
筆
子
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
留
学
の
記
事
で
、「
皇
后
の
命
を
奉
し
」
と
あ
る
。

大
村
藩
主
と
あ
る
の
は
誤
り
で
前
述
の
よ
う
に
長

岡
護
美
で
あ
る
。

　

前
号
に
て
、
筆
子
の
上
京
、「
東
京
女
学
校
」

入
学
、
ク
ラ
ラ
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
の
英
語
・
バ

イ
ブ
ル
塾
に
触
れ
た
が
、
今
回
は
も
う
少
し
詳

し
く
上
京
後
の
筆
子
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

　
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
、
11
歳
で
上
京
し
、

翌
年
に
「
東
京
女
学
校
」
に
入
学
。
写
真
①
は
、

１
８
７
４
（
明
治
７
）
年
に
女
学
校
の
英
語
の

授
業
で
筆
子
が
書
い
た
「The Story of M

y 
Life

」
で
あ
る
。
入
学
し
て
１
年
ほ
ど
で
こ
の

よ
う
な
き
れ
い
な
字
体
で
英
文
を
書
い
て
い
た

こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

　
１
８
７
９
（
明
治
12
）
年
、
筆
子
は
福
岡
県

令
（
知
事
）
で
あ
っ
た
父
清
と
共
に
、
長
崎
の

ア
メ
リ
カ
領
事
館
に
招
か
れ
、
来
日
し
た
グ
ラ

ン
ト
前
ア
メ
リ
カ
大
統
領
と
懇
談
す
る
。
グ
ラ

ン
ト
前
大
統
領
は「
遥
々
と
遠
い
日
本
に
来
て
、

貴
女
の
よ
う
な
若
い
方
と
英
語
で
話
す
こ
と
が

出
来
て
と
て
も
嬉
し
い
」
と
語
り
、
サ
イ
ン
入

り
の
写
真
②
を
贈
っ
た
。
既
に
不
自
由
な
く
英

語
で
会
話
が
出
来
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

上
京
後
の
筆
子

その
４
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❷

石井亮一・筆子記念館
館長　米川　覚

❸❹

①The Story of My Life　②グラント将軍　③筆子新聞事例　④長岡一行に発行された公用旅券の写し

❶

❷❸❹



　
日
本
聖
公
会
と
滝
乃
川
学
園　

　
創
立
者
の
石
井
亮
一
は
、
立
教

大
学
在
学
中
に
キ
リ
ス
ト
教
と
出

会
い
ま
し
た
。
日
本
聖
公
会
の
祖

で
あ
り
、
立
教
大
学
の
創
始
者
で

あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
主
教
よ
り
教

え
を
受
け
、
信
徒
と
な
り
、
夫
人

の
筆
子
も
同
主
教
の
下
で
信
徒
と

な
り
ま
し
た
。
敬
虔
な
信
徒
で

あ
っ
た
夫
妻
は
、
学
園
の
中
心
に

教
会
を
建
て
、
日
曜
日
の
礼
拝
の

み
な
ら
ず
、
日
課
の
最
初
は
朝
の

お
祈
り
で
始
ま
り
、
夕
の
お
祈
り

で
閉
じ
て
い
ま
し
た
。

　
設
立
当
初
か
ら
、
日
本
聖
公
会

か
ら
の
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た

　
チ
ャ
プ
レ
ン

　
チ
ャ
プ
レ
ン
は
、
教
会
以
外
の

学
校
や
病
院
や
社
会
福
祉
施
設
と

礼
拝
堂
（
チ
ャ
ペ
ル
）
で
働
く
牧

師
の
こ
と
で
す
。
滝
乃
川
学
園
で

で
は
今
年
度
よ
り
、
常
務
理
事
で

も
あ
る
高
瀬
祐
二
が
就
任
し
て
い

ま
す
。

聖
三一礼拝堂とクリスマス・リース

だ
い
て
お
り
、
学
園
の
１
３
０
年

に
わ
た
る
歴
史
は
、
日
本
聖
公
会

と
共
に
あ
り
ま
し
た
。
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チャプレン 高瀬 祐二

　
２
０
２
２
年
４
月
よ
り
、
チ
ャ
プ
レ
ン
に
就
任
し
ま

し
た
高
瀬
祐
二
と
申
し
ま
す
。
昨
年
３
月
滝
乃
川
学
園

を
定
年
退
職
し
、
現
在
は
常
務
理
事
と
し
て
当
園
に
週

二
日
勤
務
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
門
前
仲
町
に
あ
り
ま

す
社
会
福
祉
法
人
聖
救
主
福
祉
会
に
業
務
執
行
理
事
と

し
て
週
二
日
勤
務
し
て
い
ま
す
。
私
は
滝
乃
川
学
園
に

就
職
す
る
以
前
は
、
日
本
聖
公
会
東
京
教
区
で
働
い
て

い
ま
し
た
。
35
歳
の
時
に
出
向
と
い
う
形
で
当
園
に
入

職
し
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

　
通
常
業
務
が
忙
し
く
、
教
会
の
仕
事
は
日
曜
の
礼
拝

奉
仕
以
外
は
お
断
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
高
橋
宏

幸
主
教
か
ら
是
非
と
い
う
こ
と
で
チ
ャ
プ
レ
ン
を
お
受

け
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
い
ち
お
う
世
田
谷
の

聖
公
会
神
学
院
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、
本
人
の
努
力
が

足
り
ず
。
聖
職
に
は
な
ら
ず
に
い
ま
す
。

　
前
述
し
た
聖
救
主
福
祉
会
は
、
江
東
区
の
聖
救
主
教

会
か
ら
派
生
し
た
社
会
福
祉
事
業
で
す
。
司
祭
鈴
木
勉

氏
に
よ
り
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
計
画
中
に

病
気
の
た
め
１
９
７
８
年
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
事

業
は
継
続
し
て
い
ま
す
。
滝
乃
川
学
園
で
は
亡
く
な
る

ま
で
長
く
理
事
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
聖
救
主
教
会
は
、
昔
は
ま
わ
り
を
材
木
問
屋
に
囲

ま
れ
、
そ
こ
で
働
く
青
少
年
を
対
象
に
、
医
療
、
福
祉

の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
ま
こ
と
地
域

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
介
護
、
保
育
園
、
幼
稚
園
等
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
そ
の
か
か
わ
り
は
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

聖
公
会
東
京
教
区
や
府
中
聖
マ
ル
コ
教
会
に
、そ
の
後
、

聖
パ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
当
園
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
福
祉
や
教
育
の
公
的
制
度
が
充
実
す
る
に
と
も
な

い
、
こ
れ
ら
教
育
や
福
祉
の
働
き
は
経
済
的
に
自
立
し

て
い
き
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
創
立
者
・
石
井
亮
一
と
石
井
筆
子
は
キ
リ
ス
ト
教
に

影
響
を
受
け
、
滝
乃
川
学
園
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
思

い
を
ど
の
よ
う
に
後
世
に
伝
え
て
い
け
る
か
が
チ
ャ
プ

レ
ン
の
大
き
な
使
命
と
感
じ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
プ
レ
ン
に
な
る
、と
い
う
こ
と

チ
ャ
プ
レ
ン
　
高
瀬 

祐
二

チ
ャ
プ
レ
ン
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
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地
域
の
一
軒
家
や
ア
パ
ー
ト

な
ど
で
、
知
的
障
害
を
持
つ
利
用

者
さ
ん
た
ち
の
共
同
生
活
を
支
え

て
い
る
「
滝
乃
川
学
園
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
部
」。
仕
事
内
容
は
、
日

常
生
活
の
お
手
伝
い
。

「
も
と
も
と
子
ど
も
好
き
で
、
保

育
の
短
大
に
行
っ
て
保
育
士
に
な

り
ま
し
た
。
２
年
勤
め
て
転
職
を

考
え
た
時
に
、
短
大
の
実
習
で
知

的
障
害
児
施
設
の
研
修
に
行
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
、
同
級
生
が

勤
め
て
い
た
滝
乃
川
学
園
の
求
人

に
応
募
し
ま
し
た
」（
秋
山
さ
ん
）

「
大
学
で
は
経
済
・
経
営
を
学
ん

で
い
ま
し
た
が
、
就
活
で
い
ろ
ん

な
業
界
を
見
て
、
滝
乃
川
学
園
に

決
め
ま
し
た
。
学
園
の
説
明
会
に

同
じ
大
学
の
卒
業
生
が
立
っ
て
い

る
の
を
見
て
、『
福
祉
を
学
ん
で

な
く
て
も
い
い
ん
だ
』
と
知
れ
た

こ
と
が
大
き
な
後
押
し
に
な
り
ま

し
た
」（
五
十
嵐
さ
ん
）

滝
乃
川
学
園
で
は
た
ら
く

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
部
で
の
学
び

　
滝
乃
川
学
園
で
は
た
ら
く
き
っ

か
け
に
は
、
十
人
十
色
の
考
え
や

理
由
が
あ
り
ま
す
。
二
人
に
共
通

し
て
い
る
こ
と
は
、「
福
祉
業
界

に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ

た
」
と
い
う
点
。

「
自
分
の
中
に
『
人
の
成
長
を
手
助

け
し
た
い
』
と
い
う
思
い
が
ず
っ

と
あ
っ
て
。
今
は
利
用
者
さ
ん
が

地
域
で
独
り
立
ち
で
き
る
よ
う
、

生
活
の
い
ろ
ん
な
面
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
金
銭
感

覚
。
お
金
は
使
っ
た
分
だ
け
な
く

な
る
し
、
働
い
た
分
だ
け
得
ら
れ

る
も
の
で
、
湧
い
て
く
る
も
の
で

は
な
い
。
だ
か
ら
無
駄
遣
い
は
い

け
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
伝
え
た
り
、
人
間
関

係
の
い
ざ
こ
ざ
が
あ
れ
ば
仲
介

を
し
た
り
も
し
ま
す
」（
秋
山
）

「
秋
山
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
軽
度
の

知
的
障
害
を
持
つ
方
が
多
い
の

で
す
が
、
私
が
担
当
す
る
ホ
ー
ム

に
は
重
度
か
ら
中
程
度
の
方
が
多

く
、
言
葉
で
意
思
疎
通
を
と
れ

な
い
方
も
い
ま
す
。
本
人
の
希
望

を
汲
み
取
り
、
地
域
の
お
店
や
役

所
の
人
た
ち
に
伝
え
る
、
私
た
ち

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
役

割
は
利
用
者
さ
ん
が
地
域
で
暮
ら

す
た
め
に
は
必
要
で
す
」（
五
十
嵐
）

　
そ
ん
な
日
々
の
中
で
、
も
っ
と

も
嬉
し
い
瞬
間
は
利
用
者
さ
ん
の

「
成
長
」
が
見
え
た
時
だ
そ
う
。

「
洗
濯
物
を
す
ご
く
綺
麗
に
干
す

方
が
い
て
、
う
ま
く
で
き
た
ら
ハ

「国立人」は、のびやかにはたらく人を大切にする国立（くにたち）エリアの求人サイトです（https://kunitachijin.com/）

インタビュー
by

私たちと一緒に
働きませんか！

支援員・理学療法士・看護師   募集中

詳しくはホームページをご覧ください。

見学等、随時受け付けています。 

（法人本部 総務人事部  0 4 2-5 7 3-3 9 5 0）

「
当
た
り
前
に
流
れ
て
い
く
日
常

も
、
利
用
者
さ
ん
の
目
線
に
立
つ

と
全
く
違
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

る
。
日
々
学
び
の
連
続
で
す
。
僕

ら
も
利
用
者
さ
ん
に
育
て
て
も

ら
っ
て
い
る
ん
で
す
」（
秋
山
）

イ
タ
ッ
チ
を
交
わ
し
た
り
し

て
。
彼
ら
に
で
き
て
自
分
た
ち

に
で
き
な
い
こ
と
が
色
々
あ
る

の
で
、
い
つ
も
刺
激
を
受
け

ま
す
」（
五
十
嵐
）

スタッフの年齢層も幅広く、働き方も幅広い滝乃川学園。入職するきっかけは様々ですが、
1 0 年、2 0 年と続ける人が多いことも特徴です。グループホーム部の先輩・後輩である二
人に話を聞くと、続ける理由に「成長」というキーワードがあることが見えてきました。

五十嵐 隼友 さん

秋山 昌宏 さん

グループホーム部
ぼーの 寮長

［ 勤続年数：8 年 ］

グループホーム部
第二ゆうゆう 寮長

［ 勤続年数：14年 ］



重度の方でもいきいきと活動できる場所を目指し、
「新作業棟建設プロジェクト」を企画準備中です。
現在、インターネット寄附の導入も検討しておりま
す。引き続きのご支援をお願い申し上げます。

日頃より私たち滝乃川学園に温かいお心をお寄せい
ただき、深く感謝申し上げます。私たち滝乃川学園
は、障害を持つ人々がみずからの幸せを希求できる
場を創造、提供し、それを支援する有為な人材を育
て、学園の発展のみならず、わが国の障害者福祉の
さらなる進歩に貢献できるよう、役職員一同、先駆
者としての誇りを胸に、努力していく所存です。
引き続き、皆様のご指導とあたたかいご支援を宜し
くお願い申し上げます。

専用の払込票がございます。必要な方は、お電話また
はメールにてお問い合わせください｡

銀行名　：三井住友銀行国立支店
口座番号：普通預金 0921148
口座名義：社会福祉法人滝乃川学園 理事長 石井慈典

銀行名　：三菱UFJ銀行府中支店　　
口座番号：普通預金 0002309
口座名義：社会福祉法人滝乃川学園 理事長 石井慈典

ご支援のお願い

1 3 0周年記念寄付について

お
振
り
込
み
先

ゆうちょ銀行

三井住友銀行

三菱UFJ銀行

ホームページにて、令和４年７月１日から
10月31日までにご寄附をいただきました
皆様をご紹介させていただいております。

感謝録
寄附者
ご紹介

インフォメーションボード 12月

2022年

学園の中にある 500坪ほどの敷地にコミュニティ
ガーデンを作り、内外の人がみんなで協力して、維
持管理をしながら、誰もが憩うことができる場所を
目指して活動しています。まずは気軽にガーデンの
見学にいらしてください。お待ちしています！

【日時】12/11（日）、2 0 2 3年 1/9（月）、2/1 2（日）、
3/1 1（土）   いずれも1 0時〜 1 5時頃（出入り自由）

【場所】聖三一礼拝堂前コミュニティガーデン
【服装】汚れてもよい服装、靴
ガーデンプロジェクト担当　糸永（法人本部）

【電話】0 4 2-5 7 3-3 9 5 0（9時〜 1 7時）

滝乃川学園ガーデンプロジェクト

滝乃川学園では、日中活動支援、余暇活動支援、園
内環境整備（除草・落ち葉掃きなど学園内の清掃・
整備）などのボランティア活動をしてくださるボラ
ンティアの方を募集しています。イベントボラン
ティアは、随時ホームページにて情報を掲載してい
きます。ぜひお気軽にお問い合わせください。

ボランティア担当
【電話】0 4 2-5 7 3-3 9 5 0（9時〜 1 7時）

滝乃川学園ボランティア募集！

ヘルパーって何？

福祉のこれって何？ vol.03Q.ヘルパーになったきっかけは？
滝乃川学園のヘルパーに登録したのは、同じく登
録していた知り合いの紹介を受けたことがきっか
けです。ヘルパーをはじめてしばらく経ってから、
職員の方に勧められて初任者研修とガイドヘル
パーを取得しました。（後藤）

カメラ関係のメーカーに 3 8 年勤め、退職後には違
う分野の仕事がしたいと考えて、退職の一年前か
ら仕事を探しはじめました。その後学校の先輩に
紹介されて、休日を利用して身体障害者の介助員
を経験し、退職後にヘルパーの仕事を開始。滝乃
川学園をはじめ、高校や中学校でも介助員として
働いています。（鈴木）

Q.ヘルパーになってよかったと思うことは？
利用者さんのうれしそうな顔を見た時です。ヘル
パーとしてご自宅に伺うと、いつも帰り際に頭を
撫でてくれる利用者さんがいるのですが、「今日も
一日楽しく過ごしてくれたのだな」と思うと、私
も嬉しくなります。（後藤）

「今日、行くところがある」という小さな幸せを感
じております。かつ、障害者の支援業務で少しだ
け「地元に貢献している」気持ちになれることも、
やりがいの一つです。（鈴木）

Q.お仕事内容は？
ガイドヘルパーとして、利用者さんと一緒にお出
かけや、送り迎えなどをしています。（後藤）

施設から自宅までの移動支援や、買い物代行、掃除、
ごみ捨てなどの生活の支援、外出支援など。職員
さんの指導のもと、自分ができることを行ってい
ます。例えば外出支援では、一緒に公園や図書館、
時には高尾山まで遠出して、ご本人の好きなもの
を食べたりして過ごします。安全とお財布の管理
には徹底して気をつけています。（鈴木）

ヘルパーについて
滝乃川学園の登録制ヘルパーは、自分ができる時や
好きな時に、介護の経験や初任者研修・ガイドヘル
パーなどの資格を活かして、地域に暮らす利用者さ
んをサポートします。1 日 3 時間の仕事から、まる
1日の仕事もあります。

1819

地域生活支援センター 
アシスタントサービス「色えんぴつ」

登録ヘルパー　後藤香里さん　鈴木進さん

お話を
聞いた人






